
11　南城市 1 ① スポーツツーリズム推進事業

H24
～
R3

　市陸上競技場における天然芝の適正管理を行
い、プロサッカーチームのキャンプ受入に適した
環境整備を行うことで、プロ・サッカーチームの
キャンプ誘致を図る。

プロ・サッカーチームのキャンプ誘致件
数：３チーム

プロ・サッカーチームのキャンプ誘致件
数：１チーム

未

11　南城市 1 ②
尚巴志活用マスタープラン実施
事業

H26
～
R1

　平成25年度に策定した「尚巴志活用マスタープ
ラン」に基づき、尚巴志関連の文化資源を活用
し、地域の歴史文化を学べる機会を創出すること
で、市の歴史文化の継承を図る。

各事業実施後、参加者に対するアンケー
トを実施し、市の歴史文化への理解が深
まったか（80％以上）を含め、本事業の
あり方について検証する。

各事業実施後、参加者に対するアンケー
トを実施し、市の歴史文化への理解が深
まったかについて肯定的な回答：85％

◎

11　南城市 1 ③ 南城市産商品販売力強化事業

H27
～
R2

　市産商品の売上増加を図るため、市産商品のＰ
Ｒ及び販売活動を行う。

商品の売上額：441万円以上
（出展するイベント等での売上額）

商品の売上額：3,091,969円 ○

11　南城市 1 ④ 海外交流推進事業

H28
～
R1

　アジアからの外国人観光客の増加を図るため、
アジアから学生インターンシップを受け入れ、海
外からの視点で南城市の観光における魅力や課題
を探り、地域の観光関連事業者へ共有するととも
に、外国人観光客に関する誘客要素や希望を調査
する。

斎場御嶽における外国人観光客数40,000
人以上/年

斎場御嶽における外国人観光客数21,194
人

未

11　南城市 1 ⑤
南城型エコミュージアム実施計
画策定事業

H28
～
R1

　観光誘客を図るため、自然・歴史・文化・人な
ど地域の魅力ある資源を活用し、新たな観光資源
を創出するため、市内27地域のエコミュージアム
計画を策定する。
　今年度は、南城型エコミュージアム実施計画
（各論その３）を策定する。

南城型エコミュージアム実施計画（各論
その３）策定（９地域）

南城型エコミュージアム実施計画（各論
その３）策定（９地域）

◎

11　南城市 1 ⑥ 観光振興将来拠点地整備事業

H25
～
R1

　公共駐車場の整備により、各種イベント時の駐
車場不足やイベント開催拠点の確保等の課題を解
消することで来訪者の利便性を確保する。また、
災害発生時の避難場所及び防災拠点として活用す
ることで、市民や観光客等の安全確保を図る。

・駐車場利用者の利便性が確保されたか
（80％以上）を含め、当該駐車場のあり
方をアンケート調査により検証する。

・整備した駐車場を活用した防災訓練（1
回以上/年）を実施することにより、本事
業のあり方について検証する。

・駐車場利用者の利便性が確保されたと
回答した割合：85.7％

・整備した駐車場を活用した防災訓練（1
回/年）

◎
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11　南城市 1 ⑦
東御廻り等・体験交流受入整備
強化事業

H27
～
R3

　観光地として魅力的な景観形成を図るため、世
界遺産斎場御嶽をはじめ、東御廻りに関するス
ポットの周辺整備等を行う。
　今年度は、世界遺産斎場御嶽周辺エリアの景観
形成及び景観維持に係る計画を策定する。

世界遺産斎場御嶽周辺エリア景観形成計
画策定完了

世界遺産斎場御嶽周辺エリア景観形成計
画策定完了

◎

11　南城市 1 ⑧
南城市観光交通実施計画策定事
業

R1

　観光客の市内交通に関する利便性の確保を図る
ため、観光交通のあり方や公共交通の利用促進に
向けた取組を定めた観光交通実施計画を策定す
る。

南城市観光交通実施計画策定完了 南城市観光交通実施計画策定完了 ◎

11　南城市 2 ① 平和学習受入体制強化事業

H25
～
R2

　糸数アブチラガマは、経年による崩落や周辺環
境の変化による壕への影響が懸念されるため、来
訪者の安全確保及び戦跡の保全のための工事を行
い、沖縄戦の歴史の継承及び観光誘客を図る。
　今年度は、ガマ内の保全対策工事を行う。

第１期保全対策工事の完了 第１期保全対策工事の完了 ◎

11　南城市 3 ① 優良繁殖牛導入支援事業

H26
～
R3

　肉用牛繁殖農家の経営の安定化に向け、農家が
生産する子牛の品質及び価格の向上を図るため、
農家に対して優良繁殖雌牛を貸し付けるものに対
して支援を行う。

導入した優良母牛から産まれる子牛とそ
うでない子牛との価格差の割合：113％以
上

導入した優良母牛から産まれる子牛とそ
うでない子牛との価格差の割合：112.4％

○

11　南城市 3 ② 優良乳用牛リース支援事業

H27
～
R1

　酪農家の経営の安定化に向け、乳用牛の生産乳
量の増加と乳質の向上を図るため、酪農家に対し
て優良乳用牛を貸し付けるものに対し支援を行
う。

・生産乳量(１頭）：7,860ｋｇ以上/年
・乳質（脂肪率）：3.89％以上

・生産乳量(１頭）：7,988ｋｇ/年
・乳質（脂肪率）：3.87％

○

11　南城市 4 ① 低炭素なまちづくり推進事業

H28
～
R3

　防犯灯の照明器具を省エネ型のLED照明に切り
替え、温室効果ガスの排出削減を図る。

LEDに切り替える防犯灯による二酸化炭素
排出量の削減効果：36,000kg-CO2/年の削
減

LEDに切り替える防犯灯による二酸化炭素
排出量の削減効果：57,473kg-CO2/年

◎

11　南城市 5 ① 学習支援員配置事業

H25
～
R3

　児童生徒の学力に応じた個々の学習指導を行う
ため、学習支援員を配置し、学力の向上を図る。

沖縄県学力到達度調査における平均正答
率の差を以下のとおりとする。

・小学校：県平均以上
・中学校：県平均以上

沖縄県学力到達度調査における平均正答
率の差

・小学校：-0.9
・中学校：-0.3

未

11　南城市 5 ② 特別支援教育支援員配置事業

H25
～
R3

　特別な支援を要する園児・児童・生徒に対応し
た支援を行うため、特別支援教育支援員を配置
し、学校生活や学習上の困難の改善を図る。

特別支援教育支援員の対応への満足度
（80％以上）を含め、保護者へのアン
ケートにより本事業のあり方について検
証する。

特別支援教育支援員の対応への満足度に
ついて、保護者からの肯定的な回答：
88.5％

◎
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11　南城市 6 ①
なんじょう歴史文化保存継承事
業

H24
～
R3

　地域の文化財や伝統行事、沖縄戦に関すること
など、本市の歴史・文化について調査研究・整理
した図書を作成し、活用することで、歴史・文化
の継承を図る。

・本事業の調査成果を活用した学習会へ
の参加人数：30人以上/年

・本事業の調査成果を活用した学習会：
中止

未


